
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

0

　歴史資料館が収蔵する歴史資料の閲覧時・貸出時に貴重な歴史資料の破損等のリスクが
高い。また、全歴史資料数425,841点中、192点とデジタル化はほとんど進んでいないのが
現状である。そのため、非来館での資料閲覧、二次利用が不可能であり、利用者の利便性
が低いことが大きな課題である。

0 0 0

（１）要求の趣旨（現状と課題）

　デジタル化すべき対象資料の点数の多さ、貴重な歴史資料の厳密な取扱いの必要性等か
ら、館内で長期間に渡り、継続的・計画的にデジタル記録化するために必要な機材等を整
備する。
〈購入機材〉
　デジタルカメラ・レンズ、照明付きカメラスタンド、高解像度ディスプレイ、
　外付けハードディスク、画像管理ソフト
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（２）事業内容

0 0 0 0

２ 要 求 内 容
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（各課様式１）
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手数料

予 算 要 求 資 料

令和６年度当初予算 支出科目 款：総務費　項：総務管理費　目：文書費

 ＜財源内訳＞

事 業 名

(前年度予算額： 01,000１ 事 業 費 千円)

【新】歴史資料館デジタルアーカイブ化機材整備事業費



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

1,000

（２）事業主体及びその妥当性

備品購入費

合計

金額

県１０／１０

なし

1,000

３ 事業費の積算 内訳

事業内容の詳細

デジタル記録化に必要な機材等の調達

事業内容

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）後年度の財政負担
　閲覧等利用促進及び利用者の利便性向上を図るため、Ｒ７年度以降デジタルアーカイ
ブ・システムの構築に向けた検討を進める。

　県有施設の整備を実施するものであり、県が主体となり実施する。



（県単独補助金除く）

■

□

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R4年度
(R ) 実績

  

○指標を設定することができない場合の理由

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　令和６年度にデジタル記録化できる環境を整備するとともに、デジタル化の対象と
なる歴史資料を厳選したうえで、それ以降、職員がデジタル化を継続的、計画的に進
めることで、歴史資料の劣化、破損等の防止を図る。

指標名
R5年度 R6年度 終期目標

  

目標 目標 (未定 ) 達成率

各年度ごとの目標とするデジタルコマ数を記載することはできるが、デジタル化すべ
き歴史資料が現在425,841点あり、10年以上かかること及び今後も歴史資料の寄贈や寄
託が見込まれることから指標を設定することが困難である。

（これまでの取組内容と成果）

 

令
和
３
年
度

 

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
２
年
度



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

(評価) 　

　

歴史資料を厳選し、継続的、計画的に原資料のデジタル化を進めるとともに、利用促
進及び利用者の利便性向上を図るために、デジタルアーカイブ・システムの構築に向
けた検討を進める。

２ 事業の評価と課題

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

歴史資料のデジタル化とともに、今後、利用促進及び利用者の利便性向上の観点か
ら、デジタル化した資料を利用者がオンラインで検索、閲覧、二次利用できる環境の
再構築を図る必要がある。

(評価) 　

　

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　

　


